
青森県環境影響評価審査会の意見 

（（仮称）下北西部風力発電事業 環境影響評価準備書） 

 

 

１ 環境影響評価の結果を事業計画に適切に反映させた上で、青森県自然・地域と再

生可能エネルギーとの共生に関する条例に基づく合意形成手続きを進めること。 

 

２ 道路の拡幅工事に伴う排水が荒沢に到達すると予測しており、濁水が周辺の沢や

河川に流入し、水質及び水生生物の生息環境に影響を及ぼすおそれがあることから、

これらの影響が最小限となるよう環境保全措置を確実に実施すること。また、改変区

域内で確認されたトウホクサンショウウオの産卵場等、止水環境への影響を回避・低

減する措置を講じること。 

 

３ 対象事業実施区域の４号機、９号機、10 号機予定付近には地すべり地形である滑

落崖があり、建設工事によって地すべりが誘発されるおそれがあることから、当該

設備の設置場所におけるボーリング調査結果について専門家から聴き取りした上で、

必要に応じて配置の変更または適切な環境保全措置を講じること。 

 

４ 対象事業実施区域及びその周辺において、オヒキコウモリをはじめとする希少な

コウモリ類が確認されていること、風速４～５m/s での確認事例も多く、バットスト

ライクが発生する可能性が高いと考えられることから、コウモリ類の活動期におい

て、稼働開始当初からのカットイン風速の引き上げのみならず、自動停止機能の導入

による稼働制限等、適切な環境保全措置を検討すること。 

 

５ 対象事業実施区域では、イヌワシ、クマタカ、オジロワシ等の希少猛きん類の飛

翔が確認さていること、オオヒシクイの年間予測衝突数が高いこと、渡り鳥の高度Ｍ

の通過事例も多いことから、飛翔の活発な時期における施設の稼働制限や、自動停止

機能の導入による稼働制限等、適切な環境保全措置を検討すること。 

 

６ 対象事業実施区域には、植生自然度の高いブナーヒノキアスナロ自然林、トチノ

キーカツラ群落自然林が存在していることからこれらに影響がないよう、また、全体

が水源かん養保安林となっているため、保安林の機能低下を招かないよう、工事用道

路の整備においても更なる改変範囲の縮小を検討すること。 

 


